
JP 6320426 B2 2018.5.9

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　歯科用ツールと共に使用する先端アセンブリであって：
　歯科用ツールに取り付けるためのハウジングと；
　ハウジングの一部を通ってハウジングから外側に延びる少なくとも１本の吸引針であっ
て、吸引針の実質的長さだけ、または吸引針の少なくとも一端から他端へ、吸引針を少な
くとも部分的に通って延びる通路を有し、通路が、歯の根管腔から洗浄水および／または
破片を吸引するための単一の連続経路を提供する吸引針と；
　ハウジングを通ってハウジングから外側に延びる複数の洗浄針であって、洗浄針の実質
的長さだけ、または洗浄針の少なくとも一端から他端へ、洗浄針を少なくとも部分的に通
って延びる通路を有し、通路が、洗浄針の近位端と連通するリザーバから洗浄針の遠位端
へ、かつ歯の根管／歯冠開口部内へ流体／洗浄水を送達するための連続流路を提供する洗
浄針と；を含み、
　ここで、吸引針と洗浄針とが、これらの間の一点で、またはこれらの間の一部に沿って
共に連結されて、吸引針の第１の所定の共振周波数を達成し、
　ここで、ハウジングから外側に延びる洗浄針の一部に沿って、該洗浄針の一部が少なく
とも１本の吸引針からずれており、かつ少なくとも１本の吸引針と接しておらず、
　ここで、複数の洗浄針は、長さが異なり、
　ここで、洗浄針の先端部分は、吸引針から離れて屈曲または湾曲している、
前記先端アセンブリ。
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【請求項２】
　歯科用ツールの内部に、Ｌ－Ｔモード超音波エネルギー発生器が位置する、請求項１に
記載の先端アセンブリ。
【請求項３】
　超音波エネルギー発生器によって発生したエネルギーは、吸引針の動きに変換されて、
根管を最適に洗浄する、請求項１または２に記載の先端アセンブリ。
【請求項４】
　超音波エネルギー発生器によって発生したエネルギーは、歯の歯冠面の内側で洗浄針の
動きに変換されて、根管および／または髄室を最適に洗浄する、請求項１～３のいずれか
１項に記載の先端アセンブリ。
【請求項５】
　複数の洗浄針は、２～５本の複数の洗浄針である、請求項１～４のいずれか１項に記載
の先端アセンブリ。
【請求項６】
　少なくとも１本の吸引針は、２～５本の複数の吸引針である、請求項１～５のいずれか
１項に記載の先端アセンブリ。
【請求項７】
　複数の洗浄針は、ハウジング内のこれらの間の一点で、またはこれらの間の一部に沿っ
て少なくとも１本の吸引針に連結される、請求項１～６のいずれか１項に記載の先端アセ
ンブリ。
【請求項８】
　複数の洗浄針は、振動を減衰させ、少なくとも１本の吸引針を第１の所定の共振周波数
で、それ自体で振動可能にする、請求項１～７のいずれか１項に記載の先端アセンブリ。
【請求項９】
　複数の洗浄針は、歯の歯冠開口部の内側で第２の所定の共振周波数で振動し、少なくと
も１本の吸引針の第１の所定の共振周波数が、複数の洗浄針の第２の所定の共振周波数と
は異なる、請求項１～８のいずれか１項に記載の先端アセンブリ。
【請求項１０】
　少なくとも１本の吸引針は、直線状であるか、屈曲または湾曲する、請求項１～９のい
ずれか１項に記載の先端アセンブリ。
【請求項１１】
　少なくとも１本の吸引針は、直線状である、請求項１～１０のいずれか１項に記載の先
端アセンブリ。
【請求項１２】
　少なくとも１本の吸引針の先端部分が、複数の洗浄針から離れて屈曲または湾曲する、
請求項１～１１のいずれか１項に記載の先端アセンブリ。
【請求項１３】
　複数の洗浄針は、少なくとも１本の吸引針の周りで螺旋状に延びる、請求項１～１２の
いずれか１項に記載の先端アセンブリ。
【請求項１４】
　複数の洗浄針は、第１の洗浄針と第２の洗浄針とを含み、第１の洗浄針は、少なくとも
１本の吸引針の周りで螺旋状に延び、第２の洗浄針の先端部分は、少なくとも１本の吸引
針から離れて屈曲または湾曲する、請求項１～１３のいずれか１項に記載の先端アセンブ
リ。
【請求項１５】
　少なくとも１本の吸引針は、複数の洗浄針の周りで螺旋状に延びる、請求項１～１４の
いずれか１項に記載の先端アセンブリ。
【請求項１６】
　少なくとも１本の吸引針は、第１の吸引針と第２の吸引針とを含み、第１の吸引針は、
複数の洗浄針の周りで螺旋状に延び、第２の吸引針の先端部分は、複数の洗浄針から離れ
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て屈曲または湾曲する、請求項１～１５のいずれか１項に記載の先端アセンブリ。
【請求項１７】
　複数の洗浄針は、少なくとも１本の吸引針よりも短い、請求項１～１６のいずれか１項
に記載の先端アセンブリ。
【請求項１８】
　少なくとも１本の吸引針および複数の洗浄針は、作業部分を含み、複数の洗浄針の作業
部分に対する少なくとも１本の吸引針の作業部分の割合が約０．５～約５、好ましくは約
２～約４、最も好ましくは約２．５～約３．５であるようにする、
請求項１～１７のいずれか１項に記載の先端アセンブリ。
【請求項１９】
　少なくとも１本の吸引針は、複数の洗浄針よりも短い、請求項１～１８のいずれか１項
に記載の先端アセンブリ。
【請求項２０】
　複数の洗浄針および少なくとも１本の吸引針は、作業部分を含み、少なくとも１本の吸
引針の作業部分に対する複数の洗浄針の作業部分の割合が約０．５～約５、好ましくは約
２～約４、最も好ましくは約２．５～約３．５であるようにする、請求項１～１９のいず
れか１項に記載の先端アセンブリ。
【請求項２１】
　複数の洗浄針は、長さが変化する作業部分を有する複数の洗浄針を含む、請求項１～２
０のいずれか１項に記載の先端アセンブリ。
【請求項２２】
　少なくとも１本の吸引針は、長さが変化する作業部分を有する複数の吸引針を含む、請
求項１～２１のいずれか１項に記載の先端アセンブリ。
【請求項２３】
　複数の洗浄針は、作業部分を含み、作業部分は、同一の長さまたは互いに対して変化す
る長さを有して、歯冠開口部の異なる深さに到達するようにする、請求項１～２２のいず
れか１項に記載の先端アセンブリ。
【請求項２４】
　複数の吸引針は、作業部分を含み、作業部分は、同一の長さまたは互いに対して変化す
る長さを有して、歯冠開口部の異なる深さに到達するようにする、請求項１～２３のいず
れか１項に記載の先端アセンブリ。
【請求項２５】
　少なくとも１本の吸引針は、内側吸引針を含み、複数の洗浄針は、内側吸引針を囲む複
数の外側洗浄針である、請求項１～２４のいずれか１項に記載の先端アセンブリ。
【請求項２６】
　複数の洗浄針は、内側洗浄針を含み、少なくとも１本の吸引針は、内側洗浄針を囲む複
数の外側吸引針である、請求項１～２５のいずれか１項に記載の先端アセンブリ。
【請求項２７】
　少なくとも１本の吸引針は、唯一の吸引針である、請求項１～２６のいずれか１項に記
載の先端アセンブリ。
【請求項２８】
　少なくとも１本の吸引針よび／または複数の洗浄針は、約５～約４０ｍｍの長さを有す
る作業部分を含む、請求項１～２７のいずれか１項に記載の先端アセンブリ。
【請求項２９】
　少なくとも１本の吸引針および／または複数の洗浄針は、約１５～約３０ｍｍの長さを
有する作業部分を含む、請求項１～２８のいずれか１項に記載の先端アセンブリ。
【請求項３０】
　少なくとも１本の吸引針および／または複数の洗浄針は、約２～約１０ｍｍの長さを有
する作業部分を含む、請求項１～２９のいずれか１項に記載の先端アセンブリ。
【請求項３１】
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　少なくとも１本の吸引針および／または複数の洗浄針は、作業部分と近位部分とを含み
、近位部分に対する作業部分の割合が約０．２５～約３．０、好ましくは約０．５～約２
．５（例えば、約１～約２）であるようにする、請求項１～３０のいずれか１項に記載の
先端アセンブリ。
【請求項３２】
　歯科用ツールと共に使用する先端アセンブリであって：
　歯科用ツールに取り付けるための導管を有するハウジングと；
　ハウジングの一部を通ってハウジングから外側に延びる内側吸引針であって、針の実質
的長さだけ、または少なくとも一端から他端へ、針を少なくとも部分的に通って延びる通
路を有し、通路が、歯の根管腔から洗浄水および破片を吸引するための単一の連続経路を
提供する内側吸引針と；
　ハウジングを通ってハウジングから外側に延び、かつ内側吸引針を囲む複数の外側洗浄
針であって、複数の針の実質的長さだけ、または少なくとも一端から他端へ、複数の針を
少なくとも部分的に通って延びる通路を各々有し、通路が、複数の針の近位端にあるリザ
ーバから複数の針の遠位端にある歯の根管／歯冠開口部へ流体／洗浄水を送達するための
連続流路を提供する外側洗浄針と；を含み、
　ここで、内側吸引針と外側洗浄針とが、これらの間の一点で、またはこれらの間の一部
に沿って共に連結されて、内部吸引針の第１の所定の共振周波数を達成し、
　ここで、ハウジングから外側に延びる外側洗浄針の一部に沿って、該外側洗浄針の一部
が内側吸引針からずれており、かつ内側吸引針と接しておらず、
　ここで、複数の外側洗浄針は、長さが異なり、
　ここで、外側洗浄針の先端部分は、内側吸引針から離れて屈曲または湾曲している、
前記先端アセンブリ。
【請求項３３】
　歯科用ツールの内部に、Ｌ－Ｔモード超音波エネルギー発生器が位置する、請求項３２
に記載の先端アセンブリ。
【請求項３４】
　超音波エネルギー発生器によって発生したエネルギーは、内側吸引針の動きに変換され
て、根管を最適に洗浄する、請求項３３に記載の先端アセンブリ。
【請求項３５】
　超音波エネルギー発生器によって発生したエネルギーは、歯の歯冠面の内側で外側洗浄
針の動きに変換されて、根管および／または髄室を最適に洗浄する、請求項３３に記載の
先端アセンブリ。
【請求項３６】
　複数の外側洗浄針は、２～５本である、請求項３２に記載の先端アセンブリ。
【請求項３７】
　外側洗浄針は、ハウジング内のこれらの間の一点で、またはこれらの間の一部に沿って
内側吸引針に連結される、請求項３２に記載の先端アセンブリ。
【請求項３８】
　複数の外側洗浄針は、振動を減衰させ、内側吸引針を第１の所定の共振周波数で、それ
自体で振動可能にする、請求項３２に記載の先端アセンブリ。
【請求項３９】
　複数の外側洗浄針は、歯の歯冠開口部の内側で第２の所定の共振周波数で振動し、複数
の外側洗浄針の第２の所定の共振周波数が、内側吸引針の第１の所定の共振周波数とは異
なる、請求項３２に記載の先端アセンブリ。
【請求項４０】
　内側吸引針は、歯の根管内で所定の共振周波数で振動する、請求項３２に記載の先端ア
センブリ。
【請求項４１】
　内側吸引針は、直線状であるか、屈曲または湾曲する、請求項３２に記載の先端アセン
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ブリ。
【請求項４２】
　内側吸引針は、直線状である、請求項３２に記載の先端アセンブリ。
【請求項４３】
　複数の洗浄針の少なくとも１本が、吸引針の周りで螺旋状に延びる、請求項３２に記載
の先端アセンブリ。
【請求項４４】
　複数の洗浄針の少なくとも１本の螺旋が、吸引針の先端部分に向かって先細に減少する
、請求項４３に記載の先端アセンブリ。
【請求項４５】
　外側洗浄針は、内側吸引針よりも短い、請求項３２に記載の先端アセンブリ。
【請求項４６】
　吸引針および複数の洗浄針は、作業部分を含み、複数の洗浄針の作業部分に対する吸引
針の作業部分の割合が約２～約４であるようにする、請求項３２に記載の先端アセンブリ
。
【請求項４７】
　外側洗浄針は、同一の長さまたは互いに対して変化する長さであり、歯冠開口部の異な
る深さに到達するようにする、請求項３２に記載の先端アセンブリ。
【請求項４８】
　歯科用ツールと共に使用する先端アセンブリであって：
　歯科用ツールに取り付けるための導管を有するハウジングと；
　ハウジングの一部を通ってハウジングから外側に延びる内側洗浄針であって、針の実質
的長さだけ、または少なくとも一端から他端へ、針を少なくとも部分的に通って延びる通
路を有し、通路が、洗浄針の近位端にあるリザーバから洗浄針の遠位端にある歯の根管／
歯冠開口部へ流体／洗浄水を送達するための単一の連続流路を提供する内側洗浄針と；
　ハウジングを通ってハウジングから外側に延びる、内側洗浄針を囲む複数の外側吸引針
であって、複数の吸引針の実質的長さだけ、または少なくとも一端から他端へ、複数の吸
引針を少なくとも部分的に通って延びる通路を各々有し、通路が、歯の根管腔から洗浄水
および破片を吸引するための単一の連続経路を提供
する外側吸引針と；を含み、
　ここで、内側洗浄針と複数の外側吸引針とが、これらの間の一点で、またはこれらの間
の一部に沿って共に連結されて、外側吸引針の第１の所定の共振周波数を達成し、
　ここで、ハウジングから外側に延びる外側吸引針の一部に沿って、該外側吸引針の一部
が内側洗浄針からずれており、かつ内側洗浄針と接しておらず、
　ここで、複数の外側吸引針は、長さが異なり、
　ここで、外側吸引針の先端部分は、内側洗浄針から離れて屈曲または湾曲している、
前記先端アセンブリ。
【請求項４９】
　歯科用ツールの内部に、Ｌ－Ｔモード超音波エネルギー発生器が位置し、超音波エネル
ギー発生器によって発生したエネルギーは、内側吸引針の動きに変換されて、根管を最適
に洗浄し、超音波エネルギー発生器によって発生したエネルギーは、歯の歯冠面の内側で
外側洗浄針の動きに変換されて、根管および／または髄室を最適に洗浄する、請求項４８
に記載の先端アセンブリ
【請求項５０】
　複数の外側吸引針は、２～５本である、請求項４８に記載の先端アセンブリ。
【請求項５１】
　外側吸引針は、ハウジング内のこれらの間の一点で、またはこれらの間の一部に沿って
内側洗浄針に連結される、請求項４８に記載の先端アセンブリ。
【請求項５２】
　複数の外側吸引針が振動を減衰させ、内側洗浄針を歯の歯冠開口部の内側で第２の所定
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の共振周波数で、それ自体で振動可能にし、洗浄針の第２の所定の共振周波数が、複数の
外側吸引針の第１の所定の共振周波数とは異なる、請求項４８に記載の先端アセンブリ。
【請求項５３】
　洗浄針は、直線状であるか、屈曲または湾曲する、請求項４８に記載の先端アセンブリ
。
【請求項５４】
　洗浄針および複数の吸引針は、直線状である、請求項４８に記載の先端アセンブリ。
【請求項５５】
　複数の吸引針の少なくとも１本が、洗浄針の周りで洗浄針の先端部分に向かって螺旋状
に延びる、請求項４８に記載の先端アセンブリ。
【請求項５６】
　外側吸引針は、内側洗浄針よりも短い、請求項４８に記載の先端アセンブリ。
【請求項５７】
　洗浄針および複数の吸引針は、作業部分を含み、複数の吸引針の作業部分に対する洗浄
針の作業部分の割合が約２～約４であるようにする、請求項４８に記載の先端アセンブリ
。
【請求項５８】
　外側吸引針は、内側洗浄針よりも長い、請求項４８に記載の先端アセンブリ。
【請求項５９】
　外側吸引針は、同一の長さまたは互いに対して変化する長さであってよく、歯冠開口部
の異なる深さに到達するようにする、請求項４８に記載の先端アセンブリ。
【請求項６０】
　歯科用ツールと共に使用する先端アセンブリであって：
　歯科用ツールに取り付けるための導管を有するハウジングと；
　ハウジングの一部を通ってハウジングから外側に延びる内側吸引針であって、針の実質
的長さだけ、または少なくとも一端から他端へ、針を少なくとも部分的に通って延びる通
路を有し、通路が、歯の根管腔から洗浄水および破片を吸引するための単一の連続経路を
提供する内側吸引針と；
　ハウジングを通ってハウジングから外側に延びる、内側吸引針を囲む複数の外側ワイヤ
と；を含み、
　ここで、内側吸引針と外側ワイヤとが、これらの間の一点で、またはこれらの間の一部
に沿って共に連結されて、内側吸引針の第１の所定の共振周波数を達成し、
　ここで、ハウジングから外側に延びる外側ワイヤの一部に沿って、該外側ワイヤの一部
が内側吸引針からずれており、かつ内側吸引針と接しておらず、
　ここで、複数の外側ワイヤは、第１の外側ワイヤおよび第２の外側ワイヤを含み、第１
の外側ワイヤは、吸引針の周りで螺旋状に延び、第２の外側ワイヤの先端部分が吸引針か
ら離れて屈曲または湾曲する、
前記先端アセンブリ。
【請求項６１】
　複数の外側ワイヤは、中実である、請求項６０に記載の先端アセンブリ。
【請求項６２】
　複数の外側ワイヤは、切刃を有する先端を含む、請求項６０に記載の先端アセンブリ。
【請求項６３】
　複数の外側ワイヤおよび吸引針は、ハウジングの開口部を通って延びて、間に間隔を設
け、流体／洗浄水がハウジングから根管の歯冠開口部に流れることができるようにする、
請求項６０に記載の先端アセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歯科処置を行うためのデバイスを対象とし、詳細には、根管治療、すなわち
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歯内治療において洗浄水の送達および撹拌ならびに前記洗浄水の吸引に有用な超音波先端
アセンブリを対象とする。
【背景技術】
【０００２】
　本発明は、歯科用器具に関し、特に、物理的および音響的な（ａｃｏｕｓｔｉｃ）創傷
清拭ならびに洗浄液を用いた洗い流しによって根管から細菌材料を取り除く、歯根管治療
のための歯内器具、システム、および処置に関し、特に、洗浄を行って病変組織および壊
死組織を除去するため、ならびに吸引して洗浄液および生じた破片を除去するための装置
および機器に関する。
【０００３】
　歯内治療は歯科医療の重要な部分となっている。歯内処置が一般的に用いられる前は、
一般的に、腫瘍のある歯を、抜歯のみによって治療していた。しかしながら、歯内治療が
進歩して以来、腫瘍のある歯をうまく治療して患者が保持できるようになり、健康および
生理学的効果が大きく向上している。歯内治療は、現代医学における大きな進歩の１つと
なっている。
【０００４】
　根管の歯内前処理は、一般的に、歯の歯冠部位を通して根管を開いた後、根管内でやす
りおよびリーマを操作して、歯髄材料（ｐｕｌｐａｌ　ｍａｔｅｒｉａｌ）をできるだけ
多く物理的に除去することを含む。歯髄材料は、一般的に感染または壊死した材料、すな
わち、失活材料（ｄｅａｄ　ｍａｔｅｒｉａｌ）であり；処置終了後に根管に残るそのよ
うな材料は、潜在的感染源となっている。このため、根管の適切な治療では、壊死した歯
髄材料をできるだけ多く除去することを試みている。やすりおよびリーマを用いることに
より、そのような歯髄材料のかなりの部分を除去することができる；しかしながら、管内
でツールを物理的に操作することによってそのような材料をすべて除去することは、ほと
んどの場合、事実上不可能である。このため、最近では、根管を流体で洗浄または洗い流
して、やすりおよびリーマの使用後に残る生体歯髄材料を除去および／または中和し、そ
の後、歯髄材料および流体を吸引によって除去する処置が開発されている。
【０００５】
　参照によって本明細書に組み入れる先行技術（Ｍａｘｗｅｌｌの特許文献１）を含む、
先行の超音波先端部は、Ｌ－モード（縦モード）トランスデューサシステムによって電力
供給され、これにより、針の先端を縦に２次元方向に振動させる；生じた振動は単一面に
おけるものである。本発明は、３次元振動が多面となるように最適化され、これは、参照
によって本明細書に組み入れるＬ－Ｔ（縦－ねじり）モードトランスデューサシステム（
Ｂｒｏｍｆｉｅｌｄの特許文献２参照）を利用して達成することができる。生じる振動パ
ターンは、長軸周りの多節化された（ｍｕｌｔｉ－ｎｏｄｅｄ）「縄跳び」振動またはホ
イッピング振動に似ている。Ｌ－Ｔモードトランスデューサシステムの利点により、Ｌ－
モードトランスデューサを通じて、洗浄水がより十分に撹拌され、根管内で音響的な創傷
清拭が行われる。Ｌ－Ｔモードトランスデューサシステムと共に使用することによって生
じる振動パターンは、動きが円状で、管の周囲に熱を分散させ、管の内部で局所的に分離
されることがないという点で、先行技術よりも患者にとって安全となり得ることが考えら
れる。また、円運動は、既存の根管を拡大しない傾向があるべきである。
【０００６】
　先行技術の超音波先端部に関連する別の問題は、必要な共鳴を生じさせてそれぞれの根
管を洗浄する設計を達成するために装置および／または材料厚さが大きくなっているため
、根管への挿入深さが限られることである。本発明によって、先行技術と比べて小さいゲ
ージ針を使用可能にすることにより、内部吸引針を根管内へより深く到達させて、より頂
部近くを十分に洗浄することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
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【特許文献１】米国特許出願第２０１１／００２０７６５号
【特許文献２】米国特許出願第２００９／０２３６９３８号
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、歯科処置を行うためのデバイスを対象とし、詳細には、根管治療、すなわち
歯内治療において洗浄水の送達および撹拌ならびに前記洗浄水の吸引に有用な、場合によ
りＬ－Ｔモードトランスデューサシステムにより駆動可能な超音波先端アセンブリを対象
とする。
【０００９】
　本発明の態様は、少なくとも１つの、および好ましくは複数の外側洗浄針を越えて延び
、外側洗浄針に囲まれる吸引針を含むことのできる形状を有する超音波先端部を提供する
ことにより、先行技術を改良しようとするものである。
【００１０】
　別の態様では、本発明は、歯科用ツールと共に使用する先端アセンブリであって：歯科
用ツールに取り付けるためのハウジングと；少なくとも１本の吸引針であって、吸引針の
実質的長さだけ、または吸引針の少なくとも一端から他端へ、吸引針を少なくとも部分的
に通って延びる通路を有し、通路が、歯の根管腔から洗浄水および／または破片を吸引す
るための単一の連続経路を提供する吸引針と；少なくとも１本の洗浄針であって、洗浄針
の実質的長さだけ、または洗浄針の少なくとも一端から他端へ、洗浄針を少なくとも部分
的に通って延びる通路を有し、通路が、洗浄針の近位端と連通するリザーバから洗浄針の
遠位端へ、かつ歯の根管／歯冠開口部内へ流体／洗浄水を送達するための連続流路を提供
する洗浄針と；を含み、吸引針と洗浄針とが、これらの間の一点で、またはこれらの間の
一部に沿って共に連結されて、吸引針の第１の所定の共振周波数を達成する先端アセンブ
リを企図する。
【００１１】
　別の態様では、本発明は、歯科用ツールと共に使用する先端アセンブリであって：受け
部分を有する、歯科用ツールに取り付けるためのハウジングと；内側吸引針であって、針
の実質的長さだけ、または少なくとも一端から他端へ、針を少なくとも部分的に通って延
びる通路を有し、通路が、歯の根管腔から洗浄水および破片を吸引するための単一の連続
経路を提供する吸引針と；内側吸引針を囲む複数の外側洗浄針であって、複数の針の実質
的長さだけ、または少なくとも一端から他端へ、複数の針を少なくとも部分的に通って延
びる通路を各々有し、通路が、複数の針の近位端にあるリザーバから複数の針の遠位端に
ある歯の根管／歯冠開口部へ流体／洗浄水を送達するための連続流路を提供する外側洗浄
針と；を含み、内側吸引針と外側洗浄針とが、これらの間の一点で、またはこれらの間の
一部に沿って共に連結されて、内部吸引針の第１の所定の共振周波数を達成する先端アセ
ンブリを企図する。
【００１２】
　別の態様では、本発明は、歯科用ツールと共に使用する先端アセンブリであって：受け
部分を有する、歯科用ツールに取り付けるためのハウジングと；内側洗浄針であって、針
の実質的長さだけ、または少なくとも一端から他端へ、針を少なくとも部分的に通って延
びる通路を有し、通路が、洗浄針の近位端にあるリザーバから洗浄針の遠位端にある歯の
根管／歯冠開口部へ流体／洗浄水を送達するための単一の連続流路を提供する内側洗浄針
と；内側洗浄針を囲む複数の外側吸引針であって、複数の吸引針の実質的長さだけ、また
は少なくとも一端から他端へ、複数の吸引針を少なくとも部分的に通って延びる通路を各
々有し、通路が、歯の根管腔から洗浄水および破片を吸引するための単一の連続経路を提
供する外側吸引針と；を含み、内側吸引針と外側洗浄針とが、これらの間の一点で、また
はこれらの間の一部に沿って共に連結されて、外側吸引針の第１の所定の共振周波数を達
成する先端アセンブリを企図する。
【００１３】
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　別の態様では、本発明は、歯科用ツールと共に使用する先端アセンブリであって：歯科
用ツールに取り付けるための導管を有するハウジングと；内側吸引針であって、針の実質
的長さだけ、または少なくとも一端から他端へ、針を少なくとも部分的に通って延びる通
路を有し、通路が、歯の根管腔から洗浄水および破片を吸引するための単一の連続経路を
提供する内側吸引針と；内側吸引針を囲む複数の外側ワイヤと；を含み、内側吸引針と外
側ワイヤとが、これらの間の一点で、またはこれらの間の一部に沿って共に連結されて、
内側吸引針の第１の所定の共振周波数を達成する先端アセンブリを企図する。
【００１４】
　別の態様では、本発明は、歯科用ツールと共に使用する先端アセンブリを企図する。先
端アセンブリは、インサート、内側吸引針、複数の外側洗浄針、およびハウジングを有す
る。インサートは歯科用ツールに取り付けられ、導管を有する。内側吸引針は、針の実質
的長さだけ、または少なくとも一端から他端へ、針を少なくとも部分的に通って延びる通
路を有する。通路は、歯の管腔から洗浄水および破片を吸引するための単一の連続経路を
提供する。複数の外側洗浄針は、針の実質的長さだけ、または少なくとも一端から他端へ
、針を少なくとも部分的に通って延びる通路を各々有する。通路は、針の近位端にあるリ
ザーバから針の遠位端にある歯の根管へ流体／洗浄水を送達するための連続流路を提供す
る。ハウジングは、吸引針および洗浄針の少なくとも一部を覆う。吸引針および複数の洗
浄針は、ハウジング内のある点、または複数の点で共にろう付けされる。
【００１５】
　別の態様では、本発明は、歯科用ツールと共に使用する先端アセンブリを企図する。歯
科用ツールの内部に、Ｌ－Ｔモード超音波エネルギー発生器が位置する。先端部は、イン
サート、内側吸引針、複数の外側洗浄針、およびハウジングを有する。インサートは歯科
用ツールに取り付けられ、受け部分を有する。内側吸引針は、針の近位端から針の遠位端
へ針を通って延びる通路を有する。通路は、歯の管腔から洗浄水および破片を吸引するた
めの単一の連続経路を提供する。複数の外側洗浄針は、針の近位端から針の遠位端へ針を
通って延びる通路を各々有する。通路は、針の近位端にあるリザーバから針の遠位端にあ
る歯の根管へ流体／洗浄水を送達するための連続流路を提供する。ハウジングは、吸引針
および洗浄針の少なくとも一部を覆って成形される。吸引針および複数の洗浄針は、ハウ
ジング内で共にろう付けされる。Ｌ－Ｔモードトランスデューサにより駆動される超音波
エネルギー発生器によって発生したエネルギーは、単一の吸引針の動きおよび複数の洗浄
針の動きに変換され；吸引針の動きは針の縦軸に対して多面であって、根管を最適に洗浄
する。
【００１６】
　別の態様では、本発明は、歯科用ツールと共に使用する先端アセンブリを企図する。歯
科用ツールの内部に、エネルギー発生器が位置する。このエネルギー発生器は通常、Ｌ－
Ｔモード超音波エネルギー発生器であるが、例えばＬ－モード超音波エネルギー発生器な
どの他のエネルギー発生器を使用してもよい。先端アセンブリは、インサート、内側吸引
針、複数の外側洗浄針、およびハウジングを有する。インサートは歯科用ツールに取り付
けられ、受け部分を有する。内側吸引針は、針の近位端から針の遠位端へ針を通って延び
る通路を有する。通路は、歯の管腔から洗浄水および破片を吸引するための単一の連続経
路を提供する。複数の外側洗浄針は、針の近位端から針の遠位端へ針を通って延びる通路
を各々有する。通路は、針の近位端にあるリザーバから針の遠位端にある歯の根管へ流体
／洗浄水を送達するための連続流路を提供する。ハウジングは、吸引針および洗浄針の少
なくとも一部を覆う。吸引針および複数の洗浄針は、ハウジング内で共にろう付けされる
。インサートは針と協働して、エネルギーをエネルギー発生器からインサートを通して針
に伝達する。流体が針を通過するときに、流体にエネルギーが加えられる。
【００１７】
　さらに別の態様では、本発明の態様のいずれかは、以下の特性の１つまたはいずれかの
組合せをさらに特徴とすることができる：歯科用ツールの内部に、Ｌ－Ｔモード超音波エ
ネルギー発生器が位置する；超音波エネルギー発生器によって発生したエネルギーは、吸
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引針の動きに変換されて、根管を最適に洗浄する；超音波エネルギー発生器によって発生
したエネルギーは、歯の歯冠面（ｃｏｒｏｎａｌ　ａｓｐｅｃｔ）の内側で洗浄針の動き
に変換されて、根管および／または髄室を最適に洗浄する；少なくとも１本の洗浄針は、
２～５本の複数の洗浄針である；少なくとも１本の吸引針は、２～５本の複数の吸引針で
ある；少なくとも１本の洗浄針は、ハウジング内のこれらの間の一点で、またはこれらの
間の一部に沿って少なくとも１本の吸引針に連結される；少なくとも１本の洗浄針は、振
動を減衰させ、少なくとも１本の吸引針を第１の所定の共振周波数で、それ自体で振動可
能にする；少なくとも１本の洗浄針は、歯の歯冠開口部の内側で第２の所定の共振周波数
で振動し、少なくとも１本の吸引針の第１の所定の共振周波数が、少なくとも１本の洗浄
針の第２の所定の共振周波数とは異なる；少なくとも１本の吸引針および／または少なく
とも１本の洗浄針は、直線状であるか、屈曲または湾曲する；少なくとも１本の吸引針お
よび少なくとも１本の洗浄針は、直線状である；少なくとも１本の洗浄針の先端部分が、
少なくとも１本の吸引針から離れて屈曲または湾曲する；少なくとも１本の吸引針の先端
部分が、少なくとも１本の洗浄針から離れて屈曲または湾曲する；少なくとも１本の洗浄
針は、少なくとも１本の吸引針の周りで螺旋状に延びる；少なくとも１本の洗浄針は、第
１の洗浄針と第２の洗浄針とを含み、第１の洗浄針は、少なくとも１本の吸引針の周りで
螺旋状に延び、第２の洗浄針の先端部分は、少なくとも１本の吸引針から離れて屈曲また
は湾曲する；少なくとも１本の吸引針は、少なくとも１本の洗浄針の周りで螺旋状に延び
る；少なくとも１本の吸引針は、第１の吸引針と第２の吸引針とを含み、第１の吸引針は
、少なくとも１本の洗浄針の周りで螺旋状に延び、第２の吸引針の先端部分は、少なくと
も１本の洗浄針から離れて屈曲または湾曲する；少なくとも１本の洗浄針は、少なくとも
１本の吸引針よりも短い；少なくとも１本の吸引針および少なくとも１本の洗浄針は、作
業部分を含み、少なくとも１本の洗浄針の作業部分に対する少なくとも１本の吸引針の作
業部分の割合が約０．５～約５、好ましくは約２～約４、最も好ましくは約２．５～約３
．５であるようにする；少なくとも１本の吸引針は、少なくとも１本の洗浄針よりも短い
；少なくとも１本の洗浄針および少なくとも１本の吸引針は、作業部分を含み、少なくと
も１本の吸引針の作業部分に対する少なくとも１本の洗浄針の作業部分の割合が約０．５
～約５、好ましくは約２～約４、最も好ましくは約２．５～約３．５であるようにする；
少なくとも１本の洗浄針は、長さが変化する作業部分を有する複数の洗浄針を含む；少な
くとも１本の吸引針は、長さが変化する作業部分を有する複数の吸引針を含む；複数の洗
浄針は、作業部分を含み、作業部分は、同一の長さまたは互いに対して変化する長さを有
して、歯冠開口部の異なる深さに到達するようにする；複数の吸引針は、作業部分を含み
、作業部分は、同一の長さまたは互いに対して変化する長さを有して、歯冠開口部の異な
る深さに到達するようにする；少なくとも１本の吸引針は、内側吸引針を含み、少なくと
も１本の洗浄針は、内側吸引針を囲む複数の外側洗浄針である；少なくとも１本の洗浄針
は、内側洗浄針を含み、少なくとも１本の吸引針は、内側洗浄針を囲む複数の外側吸引針
である；少なくとも１本の洗浄針は、唯一の洗浄針であり、少なくとも１本の吸引針は、
唯一の洗浄針に並列する唯一の吸引針である；少なくとも１本の吸引針および／または少
なくとも１本の洗浄針は、約５～約４０ｍｍの長さを有する作業部分を含む；少なくとも
１本の吸引針および／または少なくとも１本の洗浄針は、約１５～約３０ｍｍの長さを有
する作業部分を含む；少なくとも１本の吸引針および／または少なくとも１本の洗浄針は
、約２～約１０ｍｍの長さを有する作業部分を含む；少なくとも１本の吸引針および／ま
たは少なくとも１本の洗浄針は、作業部分と近位部分とを含み、近位部分に対する作業部
分の割合が約０．２５～約３．０、好ましくは約０．５～約２．５（例えば、約１～約２
）であるようにする；洗浄針は、同一の長さまたは互いに対して変化する長さであり、歯
冠開口部の異なる深さに到達するようにする；吸引針は、同一の長さまたは互いに対して
変化する長さであってよく、歯冠開口部の異なる深さに到達するようにする；外側吸引針
は、内側洗浄針よりも短い；外側吸引針は、内側洗浄針よりも長い；複数の外側ワイヤの
先端部分が吸引針から離れて屈曲または湾曲する；複数の外側ワイヤは、吸引針の周りで
螺旋状に延びる；複数の外側ワイヤは、第１の外側ワイヤおよび第２の外側ワイヤを含み
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、第１の外側ワイヤは、吸引針の周りで螺旋状に延び、第２の外側ワイヤの先端部分が吸
引針から離れて屈曲または湾曲する；複数の外側ワイヤは、中実である；複数の外側ワイ
ヤは、切刃を有する先端を含む；複数の外側ワイヤおよび吸引針は、ハウジングの開口部
を通って延びて、間に間隔を設け、流体／洗浄水がハウジングから根管の歯冠開口部に流
れることができるようにする；またはこれらの組合せ。
【００１８】
　本明細書に記載の本発明は、多くの利点を有する。針は、潜在的な漏れ経路をなくす単
一の連続流路を有する。接合部または切れ目がないと、腐食が制限される。固有の応力集
中もなくなるため、振動中、先端アセンブリを確実なものにすることができる。先端アセ
ンブリの構成は、運動面における超音波振動およびエネルギーを案内、伝達し、これによ
り、洗浄水を適切に撹拌する。また、先端アセンブリは使い捨てであるため、患者ごとに
新しい先端アセンブリを使用できることを必要とし、先端アセンブリが使用前に確実に滅
菌される。
【００１９】
　本発明のさらなる実施形態では、研磨針が、加圧液体の流れを研磨針の先端に向ける１
つまたは複数の外側溝を有する。１つまたは複数の溝を囲むようにスリーブを位置させ、
これにより、間に流路を形成してもよい。
【００２０】
　本発明の前述した概要は、本発明の各実施形態またはすべての実装形態を記載するもの
ではない。本発明の原理を例として示す添付図面と共に以下の詳細な説明および特許請求
の範囲を参照することにより、本発明のより完全な理解と共に利点および達成事項（ａｔ
ｔａｉｎｍｅｎｔ）が明らかになり、認識されるだろう。
【００２１】
　本発明の新規な特性について、添付の特許請求の範囲において詳細に説明する。しかし
ながら、本発明自体は、本発明のさらなる目的および利点と共に構成および動作方法の両
方に関して、添付図面と共に以下の説明を参照することにより、最もよく理解できる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１Ａ】本発明の実施形態による、超音波先端アセンブリの斜視図である。
【図１Ｂ】本発明の実施形態による、超音波先端アセンブリの斜視図である。
【図２Ａ】本発明の実施形態による、いくつかの寸法と共に示す、図１Ｂの線Ｂ－Ｂに沿
った横断面図である。
【図２Ｂ】超音波先端アセンブリのハウジングに戻る、図２Ａの線Ｃ－Ｃに沿った横断面
図である。
【図３】本発明の実施形態による、超音波先端アセンブリの遠位端で見た図であり、複数
の外側洗浄針によって囲まれた内側吸引針を示す図である。
【図４】本発明の実施形態による、吸引針がハウジングにろう付けされた超音波先端アセ
ンブリの別の斜視図である。
【図５】先端アセンブリのハウジングの様々な図である。
【図６】先端アセンブリの内側吸引針の様々な図である。
【図７】先端アセンブリの外側洗浄針の様々な図である。
【図８】本発明の代替実施形態の側面図である。
【図９】本発明の代替実施形態の側面図である。
【図１０】本発明の代替実施形態の側部立面図である。
【図１１】図１０に示す本発明の１つの部材の斜視図である。
【図１２】図１１の本発明の部材の側部立面図である。
【図１３】図１２の線１３－１３に沿った拡大断面図である。
【図１４】図１０に示す本発明のさらなる実施形態の拡大断面立面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
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　図示した実施形態の以下の説明において、本発明の一部を形成し、本発明を実施可能な
様々な実施形態を例示として示す添付図面を参照する。他の実施形態を使用してもよく、
本発明の範囲から逸脱することなく、構造的および機能的変更を行ってもよいことを理解
されたい。
【００２４】
　本発明は、歯科処置を行うためのデバイスを対象とし、詳細には、根管治療、すなわち
歯内治療において洗浄水の送達および撹拌ならびに前記洗浄水の吸引に有用な超音波先端
部を対象とする。
【００２５】
　一般に、本発明は、歯科用ツール（図示せず）に取り付けるためのハウジングを含む超
音波先端アセンブリを提供する。ハウジングは、歯科用ツールに取り付けるための導管（
例えば、受け部分またはインサート）と、少なくとも１本の吸引針および少なくとも１本
の洗浄針を少なくとも部分的に覆うための穴（例えば、中心穴）とを含む。吸引針および
／または洗浄針は、針の実質的長さだけ、または針の少なくとも一端から他端へ、針を少
なくとも部分的に通って延びる通路を有する。吸引通路は、歯の歯冠開口部および／また
は根管腔から洗浄水および／または破片を吸引するための単一の連続経路を提供する。洗
浄針通路は、（流体／洗浄水を含むリザーバと連通し得る）洗浄針の近位端から洗浄針の
遠位端へ、かつ歯の根管／歯冠開口部内へ流体／洗浄水を送達するための連続流路を提供
する。望ましくは、吸引針と洗浄針とが、これらの間の一点で、またはこれらの間の一部
に沿って共に連結されて、（例えば、吸引針の）第１の所定の共振周波数を達成する。
【００２６】
　（先端アセンブリと共に使用する）歯科用デバイスは、把持可能かつ操作可能なハンド
ピースであるワンドを含むことができることを理解されたい。歯科用デバイスのワンドは
、先端アセンブリのハウジングと連通する近位端を有する。一般的に、ハウジングは、ワ
ンドに係合して取外し可能に固定されるように構成されてもよい。１つの特定の例では、
ハウジングが、ワンドの一部を受けてこれに係合するための受け部分（例えば、中空穴）
を含むことができるが、ハウジングは、ワンドによって受けることのできるインサートで
あってもよいことを理解されたい。ねじ協働、摩擦嵌め、溶接、接着、および／またはそ
の他の方法などの公知の取付け手段によって、ハウジングをワンドに取り外し可能に固定
してもよいことを理解されたい。
【００２７】
　好ましい実施形態では、ワンドが、近位端に近接してワンド内に位置する超音波エネル
ギー発生器またはトランスデューサを含む。超音波エネルギー発生器またはトランスデュ
ーサが含まれるとき、これらがＬ－Ｔモード（縦－ねじり）トランスデューサシステムで
あることが望ましいが、必要ではない。しかしながら、Ｌ－モード（縦モード）トランス
デューサシステムなど、および／またはその他は、歯科用デバイスで使用される、許容可
能な超音波エネルギー発生器またはトランスデューサであることも企図されている。
【００２８】
　一実施形態では、先端アセンブリが、ハンドピースモータ（例えば、超音波エネルギー
発生器、トランスデューサ、その他）によって生じる振動を少なくとも１本（例えば、１
～５本）の吸引針に集中させるように位置する、少なくとも１本の、好ましくは複数の（
例えば、２～１０本または２～５本）の洗浄針を含むことができる。図面は外側洗浄針が
内側吸引針を囲む実施形態を一般に示すが、先端アセンブリが、１つまたはそれ以上の内
側洗浄針によって囲まれた１つまたはそれ以上の外側吸引針を含んでもよいことが企図さ
れている。そうすると、吸引または洗浄の機能を互いに対して針位置から独立させること
ができるため、外側針または内側針のどちらが吸引針または洗浄針であるかに関して入れ
替え可能であることを理解されたい。
【００２９】
　外側洗浄針が含まれる場合、内側吸引針に対する外側洗浄針のこの方位により、内側吸
引針が（所定の）共振周波数で振動することができる。Ｌ－Ｔモード超音波ハンドピース
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におけるこの共振周波数は、同一または同様の共振周波数のＬモード超音波ハンドピース
と比べて、根管内での空洞形成（ｃａｖｉｔａｔｉｏｎ）作用および／または洗浄水の撹
拌を向上させることができると考えられる。また、本発明の設計が、使用予定のより小さ
いゲージ針の使用に備えると有利であり、これにより、吸引針（または洗浄針）を根管内
により深く到達させることができる。内側吸引針を根管内に集中させることができ、外側
洗浄針は、歯の歯冠面の内側の髄室で、（所定の）共振周波数（例えば、吸引針の共振周
波数とは異なる周波数）で、それ自体で振動することができる。
【００３０】
　より詳細には、歯科用ハンドピース（場合により、あらゆる目的で参照によって本明細
書に組み入れるＢｒｏｍｆｉｅｌｄの特許文献２に記載されたようなＬ－Ｔモードトラン
スデューサシステムにより電力供給されたもの）と共に使用する超音波先端アセンブリ４
は、歯科用ハンドピースに連結するハウジング（例えば、ブラシホルダ）１を備え、ハウ
ジングは内側吸引針２および／または外側洗浄針３の少なくとも一部を囲むか、または覆
う。外側洗浄針３を内側針２に、これらの間の一点で、またはこれらの間の一部に沿って
、当分野で公知の固定手段（例えば、ろう付け、溶接、接着、その他）により固定して、
これらの間を略液密に封止する。
【００３１】
　吸引針および／または洗浄針は、針を少なくとも部分的に通って（例えば、好ましくは
、針を実質的長さだけ通って）、または通路の少なくとも一端から他端へ延びる通路を含
み、（液体、気体、その他、およびこれらの組合せなどの流体を輸送するための）少なく
とも１つの連続経路を提供することができる。
【００３２】
　吸引針および／または洗浄針は、ステンレス鋼、ＳＭＡ材料（例えば、ニチノール）、
チタン、その他などの金属または合金から形成することができる。吸引針を洗浄針と同一
の材料から形成しても、異なる材料から形成してもよいことが企図されている。さらに、
洗浄針を、様々な含まれる針の間で同一の材料から形成しても異なる材料から形成しても
よい。吸引針および洗浄針を形成するために用いられる材料のゲージは同一であっても異
なっていてもよい。針ゲージの例は、約２５ゲージ～約３０ゲージ、好ましくは約２６ゲ
ージ～約２８ゲージであり得る。本発明が、先行技術の針に対してより小さいゲージを有
する針に備えるものであると望ましい。このより小さいゲージ針により、先端が歯管の頂
部内へ深く到達することができるため、十分な創傷清拭と根管の洗浄が可能になる。吸引
針および洗浄針を、同様のゲージを持つ同一の材料から形成してもよいが、必要ではない
ことを理解されたい。
【００３３】
　ハウジング１は、遠位自由端１０を含み、そこから内側吸引針２および外側洗浄針３が
ハウジングの外側へ延びて、根管内に挿入される。遠位自由端１０は、１つまたはそれ以
上の開口部１２をそれぞれ含むことができ、この開口部を通して吸引針および／または洗
浄針の各々を受ける。１つの特定の例に示すように（図２Ｂおよび図３）、遠位自由端は
、内側吸引針を受けるための中心開口部１２ａと、外側洗浄針を受けるための複数の外側
開口部１２ｂとを含む。場合により、ハウジング１は、吸引針または洗浄針の第２の部分
を受けるための少なくとも１つの二次開口部２０を含むことができる。
【００３４】
　ハウジング１は、歯科用デバイス（例えば、ワンド）に嵌合して取り付ける導管９をさ
らに含むことができる。真鍮、アルミニウム、低炭素鋼、もしくはその他の金属および／
または合金からハウジング１を作ることができ、これらは、超音波ワンドを取り付け、超
音波ワンドに加わる振動に耐える強度および安定特性を有することを理解されたい。好ま
しい一実施形態では、ホルダ１を１７－４ステンレス鋼から作ることができる。
【００３５】
　吸引針２は、ハウジング１の遠位自由端１０から先端１６へ外側に延びる作業部分１４
を含むことができる。吸引針２の作業部分１４が、ハウジングの遠位自由端１０から先端
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１６へ、約５～約４０ｍｍ、好ましくは約１５～約３０ｍｍの長さで延びることができる
ことを理解されたい。作業部分１４は、吸引された洗浄水を受けるための少なくとも１つ
の通気開口部（ｖｅｎｔｅｄ　ｏｐｅｎｉｎｇ）５を含むことができる。通気開口部５は
、先端１６に、先端１６の近位に、または作業部分１４のいずれかの部分に沿って位置す
ることができる。複数の通気開口部５が含まれるとき、開口部５の２つまたはそれ以上が
、互いに半径方向に、縦に、またはその他の向きに、およびこれらの組合せで位置し得る
ような、作業部分１４に沿った様々な位置が企図されていることを理解されたい。さらに
、通気開口部５が、様々な大きさおよび／または形状（例えば、長円形、円形、および／
またはその他の形状）であってよいことを理解されたい。通気開口部５が、約０．５～約
５ｍｍ、好ましくは約０．５～約２ｍｍの縦長さを含んでもよいことを理解されたい。吸
引針２は、ハウジング１を通って遠位自由端１０の開口部１２から延び、二次（例えば、
後方）開口部２０を通って吸引針の遠位自由端２２へ延びる近位部分１８をさらに含むこ
とができる。吸引針２の近位部分１８に対する吸引針２の作業部分１４の割合は、約０．
２５～約３．０、好ましくは約１～約２であってよいことを理解されたい。
【００３６】
　洗浄針３は、ハウジング１の遠位自由端１０から先端２６へ外側に延びる作業部分２４
を含むことができる。洗浄針３の作業部分２４が、遠位自由端１０から先端２６へ、約１
～１５ｍｍ、好ましくは約２～約１０ｍｍの長さで延びることができる。作業部分２４は
、洗浄水を送達するための少なくとも１つの通気開口部２５を含むことができる。通気開
口部２５は、先端２６に、先端２６の近位に、または作業部分２４のいずれかの部分に沿
って位置することができる。複数の通気開口部２５が含まれるとき、開口部２５の２つま
たはそれ以上が、互いに半径方向に、縦に、またはその他の向きに、およびこれらの組合
せで位置し得るような、作業部分２４に沿った様々な位置が企図されていることを理解さ
れたい。さらに、通気開口部２５が、様々な大きさおよび／または形状（例えば、長円形
、円形、および／またはその他の形状）であってよいことを理解されたい。通気開口部２
５が、約０．５～約５ｍｍ、好ましくは約０．５～約２ｍｍの縦長さを含んでもよいこと
を理解されたい。洗浄針３は、ハウジング１内で遠位自由端１０の開口部１２から遠位自
由端３２へ延びる近位部分２８をさらに含むことができる。洗浄針３の近位部分２８に対
する洗浄針３の作業部分２４の割合は、約０．２５～約３、好ましくは約０．５～約２で
あってよいことを理解されたい。
【００３７】
　望ましくは、洗浄針の作業部分に対する吸引針の作業部分の割合は、約０．５～約５、
好ましくは約２～約４、最も好ましくは約２．５～約３．５であってよく；または、吸引
針の作業部分に対する洗浄針の作業部分の割合は、約０．５～約５、好ましくは約２～約
４、最も好ましくは約２．５～約３．５であってよい。
【００３８】
　図２Ａに示すように、外側針３（例えば、洗浄針）は、等しい長さまたは互いに対して
異なる長さであって、歯冠開口部内で異なる深さに到達するようになっている。
【００３９】
　図３を参照すると、内側針２（例えば、吸引針）は、第１の外側針および第２の外側針
３（例えば、洗浄針）の中心にあり、これらに囲まれている。外側針３は、針２を間にし
て互いに周方向に等距離に離間し、略直線の方位を画成する。
【００４０】
　本発明の代替実施形態では、研磨針２ａが設けられる。研磨針２ａは、以下の要素を除
いて、吸引針２と同様の材料および構成である。吸引針２と同様に、研磨針２ａは、超音
波駆動要素として同様に使用される。
【００４１】
　研磨針２ａは、好ましくは先端１６ａを有する中実の構成であり、図示したように先端
１６ａが先細であってもよく、または望ましいとされ得るいくつかの他の形状を有してい
てもよい。外側の、好ましくは縦の溝１００が、研磨針２ａの表面に設けられる。例示の
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目的で、研磨針２ａの外側に１つ、２つの溝１００があってよい。また、本発明は、図１
３に、一定の間隔で離間し、対向して位置する２つの溝１００を有するものとして示され
るが、複数の溝１００が一定の間隔で離間する必要はなく、互いに、または研磨針２ａの
中心軸（図示せず）に対しても平行である必要はない。本明細書の説明は、一定の間隔で
離間し、対向して位置する２つの溝１００を有する図示した実施形態に向けたものである
が、本発明を他の可能な構成に向けてもよいことを理解されたい。
【００４２】
　溝１００は、水、薬剤、消毒薬、洗浄液などの液体の流れを、研磨針２ａの先端１６ａ
の一般的な方向に向けるものである。前述したように、そのような液体は根管の創傷清拭
に有用であることを理解されたい。さらに好ましい実施形態では、研磨針２ａは外側スリ
ーブ１０５を備える。図１２および図１３に示すように、スリーブ１０５は、溝１００を
略囲んで、流体通路１１０が間に作成されるようにする。スリーブ１０５は、金属、プラ
スチック、ゴム、または他の適切な材料であってよい。１つの好ましい材料は、ポリエス
テル、フッ素エラストマーなどから作られたもののような医療グレードの収縮チューブで
ある。圧力を加えた液体が、先端１６ａに対して遠位の入口端１２０またはいくつかの他
の位置で、スリーブ１０５と溝１００との間に作成された空間１１０（図１３）に押し込
まれる。これにより、液体は空間１１０を通って進み、または流体移送され、先端１６ａ
のより近位に位置する、ある出口１２５で排出される。溝１００に対するスリーブ１０５
の長さは、必ずしも本発明の限定事項ではなく、研磨針２ａの意図した使用に応じて変更
することができる。したがって、入口１２０および出口１２５の位置は、使用に応じて変
化してもよい。同様に、スリーブ１０５の壁厚さは、構成の材料および意図した使用に応
じて変化してもよい。
【００４３】
　研磨針２ａの１つの好ましい実施形態が図１４に示される。当業界で公知のように、加
圧液体源（図示せず）に流体連結された内部流体通路１４０を有するワンド１３０に、導
管９が取り付けられる。また、導管９は、ワンド１３０の流体通路１４０に流体連結する
内部流体通路１４５を有する。流体通路１４５は、導管９を横切って、摩擦嵌め、コレッ
トの使用、およびナットアセンブリ１６０、または任意の適切な方法などの固定方法で、
研磨針２ａの端部１５０を内部に受ける。この配置において、溝１００が導管９の流体通
路１４５に流体連通することにより、圧力を加えた液体が溝１００に入って、前述した方
法で流体移送されることを理解されたい。
【００４４】
　必ずしも本発明の必要な部分ではないが、コレットおよびナットアセンブリ１６０は、
ナット１７５をねじ係合で受ける、導管９のねじ付部分１７０を含むことができる。コレ
ット１８０は、ナット１７５が導管９にねじ付けされ、コレット１８０を研磨針２ａに物
理的に係合させて押しつぶすように設けることができる。このような方法で、スリーブ１
００をコレット１８０と研磨針２ａとの間に位置させて、研磨針２ａの外側に液密連結を
形成することを理解されたい。研磨針２ａと導管９またはワンド１３０との任意の他の適
切な連結が、本発明の範囲内に含まれる。
【００４５】
　図６Ａ～図６Ｃを参照すると、皮下吸引針２は、３０４ステンレス鋼から作ることがで
き、側部通気孔を有する直線状の針（例えば、中空チューブ）である。針は、針の実質的
長さだけ、または少なくとも一端から他端へ、針を少なくとも部分的に通って延びる通路
６を有する。通路６は、吸引された洗浄水および根管の洗浄により生じた破片を受けるた
めの、単一の連続した途切れのない流路を提供する。
【００４６】
　図示した実施形態では、吸引針２を２８ゲージの３０４ステンレス鋼から作ることがで
きるが、所望の性能を生じさせると判定された場合に、他のゲージ針および材料を使用し
てもよい。吸引針２の長さは５ｍｍより大きく、好ましくは１５ｍｍより大きく、最も好
ましくは２５ｍｍより大きくてもよい。複数の吸引針があり得る場合、吸引針はすべて同
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一の長さであっても互いに対して変化する長さであってもよい。図６に示すように、側部
通気孔１５は１ｍｍ長さおよび０．２ｍｍ幅であるが、異なる孔の大きさおよび構成を使
用してもよく；孔が通気された側部ではなく先端にあってもよい。
【００４７】
　図７Ａ～図７Ｃを参照すると、皮下洗浄針３は、好ましくは３０４ステンレス鋼から作
られ、側部通気孔２５を有する直線状の針（例えば、中空チューブ）である。洗浄針は、
針の実質的長さだけ、または洗浄針の少なくとも一端から他端へ、針を少なくとも部分的
に通って延びる通路９６を有する。通路９６は、洗浄水を歯の歯冠面に流入させるための
単一の連続した途切れのない流路を提供する。
【００４８】
　図示した実施形態では、洗浄針を２８ゲージの３０４ステンレス鋼から作ることができ
るが、他のゲージ針および材料を同様に使用してもよい。洗浄針の長さは２ｍｍより大き
く、好ましくは６ｍｍより大きく、最も好ましくは１０ｍｍより大きくてもよい。複数の
洗浄針があり得る場合、洗浄針はすべて同一の長さであっても互いに対して異なる長さで
あってもよい。図７に示すように、側部通気孔５は１ｍｍ長さおよび０．２ｍｍ幅である
が、異なる孔の大きさおよび構成を使用してもよく、孔が先端にあってもよい。
【００４９】
　図５の１つの特定の例を参照すると、ハウジング１が本実施形態について好ましい寸法
で示される。ハウジング１を１７－４ステンレス鋼から作ることができる。２８ゲージの
内側吸引針２が通って延びるための、ハウジング１の１つの壁を通る２ｍｍの孔２０があ
る。内側吸引針２と外側洗浄針３とをろう付け、溶接、接着、または他の方法によりハウ
ジングと液密にして、漏れを防ぐことができる。
【００５０】
　図８は、代替実施形態を示す。本実施形態は、内側針４２（例えば、吸引針）と、先細
の直径を有する、軸方向に巻いた少なくとも１つの針／ワイヤ８（例えば、螺旋巻き）と
を組み入れる。針／ワイヤ８が中空洗浄針であっても中実ワイヤであってもよいことを理
解されたい。内側吸引針４２の周辺部を囲むもう１つの針／ワイヤ４３も含まれる。ねじ
り巻き針８は、内側吸引針４２の周りに回転流をもたらす。個々の針４３は異なる長さで
あり、節および腹を有する。これらの節および腹は、管の内部で様々な深さにあり、管の
深さに沿ってより音響的な流れおよび撹拌を生じさせる。また、個々の針４３は鋭利な刃
３０を先端３２に有し、より多くの空洞形成点を作成することができる。針／ワイヤ８が
中実ワイヤとして設けられると、ハウジング１１の（遠位自由端１０の）開口部１２を通
して、ワイヤ８と吸引針４２との間の空間７５に沿って、洗浄水を供給することができる
。
【００５１】
　また、図９は別の代替実施形態を示す。本実施形態は、内側針５２（例えば、吸引針）
の周辺部に複数の針／ワイヤ５３（例えば、洗浄針）を組み入れる。針／ワイヤ５３が中
空洗浄針または中実ワイヤであってよいことを理解されたい。この設計の利点は、個々の
針５３が歯冠部位をより完全に満たして洗浄することである。個々の針５３は異なる長さ
であり、節および腹を有する。これらの節および腹は、管の内部で様々な深さにあり、管
の深さに沿ってより音響的な流れおよび撹拌を生じさせる。また、個々の針／ワイヤ５３
は、鋭利な刃６０を先端６２に有し、より多くの空洞形成点を作成する。針／ワイヤ５３
が中実ワイヤとして設けられると、ハウジング１１の（遠位自由端１０の）開口部１２を
通して、ワイヤ５３と吸引針５３との間の空間８５に沿って、洗浄水を供給することがで
きる。
【００５２】
　本明細書に記載の本発明は多くの他の利点を有する。針は、潜在的な漏れ経路をなくす
単一の連続流路である。接合部または切れ目がないと、腐食が制限される。固有の応力集
中もなくなるため、振動中、先端アセンブリを確実なものにすることができる。先端アセ
ンブリの構成は、運動面における超音波振動およびエネルギーを案内、伝達し、これによ
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り、洗浄水を適切に撹拌する。また、先端アセンブリは使い捨てであってもよいため、患
者ごとに新しい先端アセンブリを使用できることを必要とし、先端アセンブリが使用前に
確実に滅菌される。
【００５３】
　特に明記のない限り、本明細書（添付の特許請求の範囲、要約書、図面を含む）に開示
された各特性を、同一、等価、または同様の目的を有する代替特性に置き換えてもよい。
したがって、特に明記のない限り、開示された各特性は、包括的な一連の等価または同様
の特性の一例に過ぎない。
【００５４】
　本明細書で本発明の好ましい実施形態について図示し説明したが、そのような実施形態
は例としてのみ提示されたものであることが当業者に明らかであろう。本発明から逸脱す
ることなく、多くの変形、変更および置き換えが当業者に明らかであろう。本発明の他の
予想される実施形態または使用は、水晶体超音波吸引の分野における本発明の使用を含み
、この分野では、本発明のような先端アセンブリが多くの利点をもたらし得る。したがっ
て、本発明は添付の特許請求の範囲によってのみ限定されるものである。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図２Ａ】 【図２Ｂ】

【図３】

【図４】 【図５】
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【図６】 【図７】

【図８】 【図９】
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【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】
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